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五

〇
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本

書

は

近

年

進

展

を

み

せ

て

い

る

「

軍

隊

と

地

域

」

研

究

、

す

な

わ

ち

近

代

日

本

軍

隊

お

よ

び

そ

の

対

外

戦

争

遂

行

の

基

盤

と

し

て

の

地

域

社

会

史

研

究

の

系

譜

に

連

な

る

論

文

集

で

あ

る

。

熊

本

近

代

史

研

究

会

創

立

五

〇

周

年

と

し

て

刊

行

さ

れ

た

も

の

で

、

主

に

地

元

在

住

の

研

究

者

た

ち

が

「

軍

都

」

熊

本

と

そ

の

「

郷

土

部

隊

」

た

る

第

六

師

団

に

関

す

る

諸

問

題

を

考

察

し

た

論

文

一

二

本

・

資

料

紹

介

が

収

め

ら

れ

て

い

る

。

熊

本

が

明

治

初

年

に

陸

軍

が

は

じ

め

て

鎮

台

を

お

い

た

六

都

市

の

ひ

と

つ

で

あ

り

、

現

在

で

も

陸

上

自

衛

隊

の

各

部

隊

を

擁

し

て

い

る

こ

と

を

思

え

ば

、

同

地

の

分

析

対

象

と

し

て

の

重

要

性

は

言

を

俟

た

な

い

。

熊

本

鎮

台

は

第

六

師

団

と

な

り

、

一

九

四

五

年

の

敗

戦

を

ソ

ロ

モ

ン

諸

島

ブ

ー

ゲ

ン

ビ

ル

島

で

迎

え

る

。

そ

の

他

、

熊

本

で

編

成

さ

れ

た

多

数

の

部

隊

が

ア

ジ

ア

太

平

洋

の

各

戦

線

に

派

遣

さ

れ

た

。 

 

本

書

は

大

き

く

分

け

る

と

「

第

六

師

団

の

歴

史

そ

の

も

の

に

焦

点

を

当

て

た

研

究

と

、

地

域

社

会

と

の

関

わ

り

を

重

視

し

た

研

究

」

（

小

松

裕

「

刊

行

に

あ

た

っ

て

」

）

の

二

部

構

成

と

な

る

。

前

者

は

第

六

師

団

の

一

九

二

八

年

済

南

事

件

出

動

、

日

中

戦

争

時

の

南

京

事

件

、

そ

の

後

の

警

備

行

動

時

に

お

け

る

非

人

道

的

行

為

へ

の

関

与

、

太

平

洋

戦

争

時

の

ブ

ー

ゲ

ン

ビ

ル

島

に

お

け

る

戦

闘

で

あ

る

。

こ

れ

に

関

連

し

て

南

京

事

件

時

の

捕

虜

虐

殺

を

示

す

第

六

師

団

所

属

兵

士

の

従

軍

手

帳

・

手

紙

と

そ

の

解

題

も

収

録

し

て

い

る

。

本

書

が

一

部

の

「

軍

隊

と

地

域

」

研

究

と

は

異

な

り

、

地

元

の

軍

隊

が

外

国

の

戦

場

で

何

を

し

た

の

か

と

い

う

問

題

に

正

面

か

ら

向

か

い

合

っ

て

い

る

の

は

好

感

が

持

て

る

。 

 

後

者

は

昭

和

期

の

戦

意

高

揚

策

と

し

て

の

「

菊

池

南

朝

史

観

」「

菊

池

精

神

」

の

高

唱

、

軍

用

地

接

収

を

は

じ

め

と

す

る

演

習

場

と

地

域

民

衆

の

関

係

、

昭

和

六

年

陸

軍

大

演

習

、

日

中

戦

争

初

期

に

お

け

る

熊

本

出

身

従

軍

看

護

婦

の

看

護

活

動

、

愛

国

婦

人

会

熊

本

県

支

部

と

戦

時

下

の

女

性

統

合

、

第

六

師

団

と

軍

事

郵

便

を

そ

れ

ぞ

れ

扱

っ

て

い

る

。

内

容

を

詳

し

く

論

評

す

る

余

裕

は

な

い

が

、

一

点

の

み

指

摘

す

る

な

ら

ば

、

一

九

四

二

年

に

愛

国

・

国

防

・

連

合

各

婦

人

会

を

統

合

し

て

設

立

さ

れ

た

大

日

本

婦

人

会

の

「

よ

り

強

固

な

政

治

性

」

（

浦

田

大

奨

「

愛

国

婦

人

会

熊

本

県

支

部

に

み

る

総

力

戦

下

の

女

性

統

合

」

四

三

〇

頁

）

と

は

何

を

指

し

て

い

る

の

か

が

若

干

気

に

な

っ

た

。

同

会

設

立

に

よ

っ

て

女

性

た

ち

は

「

家

庭

に

帰

れ

」

と

言

わ

れ

た

と

い

う

の

が

通

説

的

理

解

（

藤

井

忠

俊

『

国

防

婦

人

会

』

岩

波

新

書

）

で

あ

る

よ

う

に

思

う

。 

 

も

と

よ

り

「

軍

隊

と

地

域

」

と

い

う

問

題

に

関

し

て

本

書

に

残

さ

れ

た

課

題

は

多

い

。

本

書

の

総

論

的

性

格

を

持

つ

荒

川

章

二

「

第

六

師

団

の

歴

史

と

地

域

社

会

」

は

地

域

間

比

較

、

戦

後

の

問

題

を

挙

げ

る

。

た

と

え

ば

熊

本

に

「

熊

本

兵

団

」

と

い

う

言

葉

は

あ

っ

て

も

静

岡

に

「

静

岡

兵

団

」

と

い

う

言

葉

は

な

く

、
「

郷

土

部

隊

」

を

め

ぐ

る

何

ら

か

の

意

識

の

相

違

が

こ

こ

に

現

れ

て

い

る

か

も

し

れ

な

い

。

ま

た

、

戦

後

の

自

衛

隊

基

地

、

駐

屯

地

お

よ

び

こ

れ

に

対

す

る

民

衆

意

識

も

、

近

年

の

戦

後

史

研

究

へ

の

新

規

参

入

者

の

増

加

を

思

え

ば

今

後

の

進

展

が

期

待

さ

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

本

書

か

ら

は

問

題

関

心

を

共

有

す

る

者

と

し

て

多

く

の

刺

激

、

示

唆

を

受

け

た

こ

と

を

付

記

し

て

つ

た

な

い

紹

介

に

代

え

た

い

。 
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瀬

俊

也

） 


